
博
士
（
文
学
）
佐
藤
恒
雄
氏
の
『
藤
原
為
家
研

究
』
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

藤
原
為
家
（
一
一
九
八－
一
二
七
五
）
は
俊
成
を
祖
父
、
定
家
を
父
と
し
て

鎌
倉
時
代
初
頭
に
誕
生
し
、
土
御
門
天
皇
か
ら
後
宇
多
天
皇
ま
で
九
代
の
帝
王

の
朝
廷
に
出
仕
、
常
に
宮
廷
歌
壇
の
中
心
に
あ
っ
た
歌
人
で
あ
る
。
俊
成
・
定

み

こ
ひ
だ
り
け

家
と
続
い
た
歌
の
家
、
御
子
左
家
の
伝
統
を
継
承
し
、
中
世
和
歌
の
規
範
を
示

し
つ
つ
古
典
研
究
に
も
貢
献
し
た
。
冷
泉
家
の
典
籍
・
文
書
と
し
て
今
日
伝
存

す
る
貴
重
な
文
化
財
の
伝
来
に
深
く
関
わ
っ
た
人
物
で
も
あ
り
、
そ
の
存
在
は

極
め
て
大
き
い
。

佐
藤
恒
雄
氏
の
『
藤
原
為
家
研
究
』（
二
〇
〇
八
年
九
月
刊
、
笠
間
書
院
）
は
、

こ
の
為
家
の
伝
記
や
各
種
の
文
学
活
動
に
照
明
を
当
て
、
多
く
の
新
見
を
提
示

し
て
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
和
歌
史
の
研
究
を
深
化
せ
し
め
た
労
作
で
あ
る
。

為
家
が
宮
廷
歌
人
と
し
て
最
も
充
実
し
た
活
動
を
見
せ
た
時
代
に
は
、「
擬

古
典
主
義
」
と
も
い
う
べ
き
文
学
理
念
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た

「
序
章

後
嵯
峨
院
の
時
代
」
に
始
ま
り
、「
第
一
章

伝
記
研
究
」
で
は
父
定

家
の
日
記
『
明
月
記
』
や
為
家
の
家
集
『
大
納
言
為
家
集
』
そ
の
他
の
資
料
を

精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
諸
家
の
研
究
を
改
め
る
べ
き
詳
細
な

為
家
伝
を
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。『
大
納
言
為
家
集
』
に
散
在
す
る

羇
旅
歌
を
集
成
し
て
、
五
六
歳
の
為
家
が
生
涯
に
一
度
だ
け
試
み
た
鎌
倉
往
還

の
旅
を
考
察
し
た
部
分
は
、
文
化
史
的
に
も
極
め
て
興
味
深
い
問
題
を
提
起
し

て
い
る
。

「
第
二
章

和
歌
作
品
」
は
為
家
の
主
要
和
歌
作
品
群
に
つ
い
て
考
察
し
た

諸
論
文
か
ら
成
る
が
、
中
で
も
為
家
を
含
め
て
五
人
の
作
者
の
和
歌
を
集
成
し

た
『
新
撰
六
帖
題
和
歌
』
に
関
す
る
論
は
注
目
に
価
す
る
。
同
書
の
諸
伝
本
を

博
捜
、
分
類
す
る
基
礎
的
作
業
か
ら
始
め
て
、
そ
の
成
立
過
程
を
追
い
、
こ
の

試
み
の
実
質
的
主
催
者
は
為
家
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
、
そ
の
和
歌
史
的
意
味

に
も
論
及
す
る
。『
七
社
百
首
』
に
つ
い
て
は
、
対
立
者
藤
原
光
俊
（
真
観
）
に

対
す
る
痛
憤
や
老
年
・
病
苦
に
伴
う
悲
哀
を
読
み
取
り
つ
つ
、
表
現
上
の
特
色

を
も
探
る
。『
詠
源
氏
物
語
巻
之
名
和
歌
』
に
関
し
て
は
、
為
家
詠
を
疑
問
視
す

る
従
来
の
諸
説
に
対
し
て
、
こ
の
作
品
群
の
技
法
・
内
容
を
分
析
、
さ
ら
に
歌

壇
状
況
を
検
討
し
て
、
為
家
真
作
の
可
能
性
が
極
め
て
大
で
あ
る
と
主
張
す

る
。「

第
三
章

勅
撰
和
歌
集
」
は
為
家
が
撰
者
と
さ
れ
て
撰
進
さ
れ
た
『
続
後

撰
和
歌
集
』『
続
古
今
和
歌
集
』
の
両
集
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
過
程
や
特
質

を
考
察
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
特
に
複
雑
な
撰
進
過
程
を
経
て
成
立
し
た
『
続

古
今
和
歌
集
』
に
関
す
る
諸
論
考
で
は
、『
続
古
今
和
歌
集
竟
宴
記
』『
続
古
今

和
歌
集
目
録
』
、
勘
解
由
小
路
経
光
の
日
記
『
民
経
記
』
な
ど
の
資
料
を
援
用
し

二
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て
、
従
来
は
漠
然
と
し
て
い
た
成
立
に
至
る
情
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
は

こ
と
に
高
く
評
価
さ
れ
る
。

「
第
四
章

歌
学
歌
論
」
で
は
、
為
家
の
代
表
的
な
歌
論
書
と
さ
れ
る
『
詠
歌

一
体
』
を
対
象
と
し
、
こ
こ
で
も
伝
本
の
博
捜
、
系
統
分
類
の
作
業
を
経
て
論

を
進
め
、
同
書
の
広
本
は
為
家
の
口
伝
を
嫡
男
の
為
氏
と
孫
に
あ
た
る
冷
泉
為

秀
が
成
書
化
に
関
わ
っ
て
成
っ
た
著
作
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
て
い

る
。
そ
し
て
為
家
の
歌
論
は
俊
成
・
定
家
の
二
代
に
亘
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た

家
説
を
骨
格
と
し
つ
つ
、
御
子
左
家
と
は
対
立
的
な
関
係
に
あ
っ
た
六
条
家
の

藤
原
清
輔
の
歌
学
を
も
摂
取
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

「
第
五
章

仏
事
供
養
」
並
び
に
「
第
六
章

自
筆
断
簡
」
で
は
、
為
家
が
行

っ
た
父
定
家
の
供
養
、
古
典
書
写
、
書
状
な
ど
を
解
説
し
て
、
伝
記
研
究
を
補

足
す
る
。

「
第
七
章

周
辺
私
撰
集
と
真
観
」
は
、
父
定
家
晩
年
の
弟
子
で
当
初
は
定

家
・
為
家
に
親
近
し
た
が
、
定
家
没
後
為
家
か
ら
離
反
、
対
立
し
た
藤
原
光
俊

（
真
観
）
が
深
く
関
わ
っ
た
私
撰
集
な
ど
の
成
立
を
考
察
し
つ
つ
、
真
観
そ
の
人

の
伝
を
再
検
討
し
、
新
見
を
提
示
し
た
諸
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
真
観

伝
に
お
い
て
彼
が
ま
ず
漢
詩
人
と
し
て
出
発
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
私
撰

集
の
関
係
で
は
、『
三
十
六
人
大
歌
合
』
や
『
新
和
歌
集
』
の
撰
者
に
つ
い
て
新

見
を
提
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
「
終
章

文
書
所
領
の
譲
与
」
に
お
い
て
は
、
為
家
の
側
室
阿
仏
尼

の
旅
日
記
『
十
六
夜
日
記
』
を
生
む
因
を
な
し
た
係
争
に
関
す
る
文
書
類
を
示

し
て
そ
の
解
読
を
試
み
、
御
子
左
家
の
文
書
や
所
領
を
為
家
の
晩
年
の
子
で
あ

る
冷
泉
為
相
が
譲
与
さ
れ
た
過
程
を
考
察
す
る
。
そ
の
文
化
史
的
意
味
は
少
な

く
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
本
篇
に
附
録
と
し
て
付
載
さ
れ
る
「
藤
原
為
家
年
譜
」
は
極
め
て
詳

細
な
も
の
で
、
為
家
一
個
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
和
歌
・
漢
詩

文
関
係
事
項
を
こ
と
ご
と
く
詳
記
し
て
お
り
、
こ
の
期
の
和
歌
史
・
文
学
史
研

究
に
寄
与
す
る
こ
と
多
大
で
あ
る
。

本
書
に
先
立
っ
て
佐
藤
氏
が
刊
行
し
た
『
藤
原
為
家
全
歌
集
』（
二
〇
〇
二

年
三
月
刊
、
風
間
書
房
）
に
よ
れ
ば
、
為
家
は
六
千
余
首
の
和
歌
を
残
し
て
い

る
。
あ
え
て
望
蜀
の
言
を
述
べ
る
な
ら
ば
、『
藤
原
為
家
研
究
』
に
お
い
て
は
、

為
家
の
文
学
的
営
為
が
浮
彫
り
さ
れ
る
よ
う
に
構
成
を
工
夫
し
て
、
こ
れ
ら
大

量
の
作
品
世
界
が
有
す
る
文
学
性
の
解
明
と
い
う
難
問
に
対
し
て
、
さ
ら
に
大

胆
に
挑
ん
で
ほ
し
か
っ
た
し
、
定
家
仮
名
遣
い
な
ど
の
国
語
学
的
な
問
題
へ
の

論
及
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
多

年
に
亘
る
周
到
な
資
料
の
博
捜
や
伝
本
調
査
に
も
と
づ
く
堅
実
な
推
論
の
結
果

得
ら
れ
た
、
多
く
の
新
事
実
や
知
見
が
学
界
全
体
の
共
有
財
産
と
な
り
、
今
後

の
和
歌
史
及
び
中
世
文
学
史
の
研
究
に
大
き
く
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
よ
っ
て
本
書
は
日
本
学
士
院
賞
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
業
績
で

あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
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